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１．アンケート調査概要 

第６次犬山市総合計画の策定に向けて実施した以下の３つのアンケート調査を用いて、市

民の定住意向の実態や、定住意向の背景と考えられる事項について分析します。 

①第６次犬山市総合計画策定に向けた市民意識調査結果 

②第６次犬山市総合計画策定に向けた市民意識調査結果（若者・子育て世代） 

③中学校まちづくりアンケート 

 

本資料では、これ以降、調査①を参照した記載には「○」、調査②を参照した記載には「△」、

調査③を参照した記載には「◇」を文頭に記載しています。 

  

項 目 内 容 

調査対象 犬山市に居住する 18 歳以上の市民 

調査方法 郵送配布、回収は郵送と web を併用 

調査時期 令和３年７月 20 日～８月６日 

配布数 3,000 票 

回収票数 1,782 票（郵送：1,377／web：405） 

回収率 59.4％ 

項 目 内 容 

調査対象 犬山市に居住する 15 歳から 39歳までの市民 

調査方法 郵送配布、回収は郵送と web を併用 

調査時期 令和３年７月 20 日～８月６日 

配布数 3,000 票 

回収票数 1,390 票（郵送：697／web：693） 

回収率 46.3％ 

項 目 内 容 

調査対象 犬山中学校、城東中学校、南部中学校、東部中学校 

調査方法 Web 回答 

調査時期 令和３年７月２日～９月 27 日 

 犬山中学校 城東中学校 南部中学校 東部中学校 

依頼配布数 698 票 540 票 446 票 362 票 

回収票数 582 票 495 票 425 票 329 票 

回収率 83.4％ 91.7％ 95.3％ 90.9％ 

全体回収率 1,831／2,046＝89.5％ 
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【標本誤差】 

各種アンケートでそれぞれ一定数の回答を得ていますが、これがどの程度の精度を持った

回答結果であるかを示す指標として「標本誤差」があります。標本誤差の範囲は、信頼度 95％

とした場合、次表のように算出されます。基準値からの比較等には次表を加味してください。 

例えば「回答数が 100、回答比率が 60％であった場合、この回答比率の誤差の範囲は±9.6％

以内（50.4％～69.6％）である」とみることができます。 

比較する際に、特に回答数（ｎ）が小さいものは、誤差が大きいため考察の対象外とし、回

答数（ｎ）が小さいもの同士では、傾向をみることとします。 

 

標本誤差の早見表（信頼度 95%） 

回答数

（ｎ） 

回答比率 

10%または

90% 

20%または

80% 

30%または

70% 

40%または

60% 
50% 

10 ±18.6% ±24.8% ±28.4% ±30.4% ±31.0% 

50 ±8.3% ±11.1% ±12.7% ±13.6% ±13.9% 

100 ±5.9% ±7.8% ±9.0% ±9.6% ±9.8% 

200 ±4.2% ±5.5% ±6.4% ±6.8% ±6.9% 

500 ±2.6% ±3.5% ±4.0% ±4.3% ±4.4% 

1000 ±1.9% ±2.5% ±2.8% ±3.0% ±3.1% 

1500 ±1.5% ±2.0% ±2.3% ±2.5% ±2.5% 

・お住まいの地区で「池野地区」と回答した人は 34 名となっており、他の地区に比べて票数

が少ないため、地区別のクロス集計結果において池野地区は考察の対象外とします。 

・性別で「その他」と回答した人は市民意識調査で２名、市民意識調査（若者・子育て世代）で

９名と少数であるため、言及しないものとします。 

 

【その他事項】 

・学生はおつとめの状況で「学生」と回答した人、その中で高校生は、通っている学校で「高

等学校」と回答した人、大学生等は「４年制大学」「短期大学」「専門学校」「大学院」と回

答した人として集計しています。 
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２．分析結果のまとめ 

定住に関する分析 

●定住意向を持つ人は増加傾向にあるものの、若い世代では、「住み続けたいが、他の場

所に移るかもしれない」と回答した人が多くなっています。【P5、P6】 

 

●学生では、「今後も犬山市に住みたいと思いますか（希望する就職先、進学先に行ける

と想定してお答えください）」という設問に、「今はわからない」と回答した人が最も多

くなっています。また、女性では男性よりも「今は分からない」と回答した人多くなっ

ています。男性よりも女性の方が進学、就職だけでなく、結婚、出産といったライフス

テージでの引っ越しを念頭に入れていると推察されます。【P8】 

 

●学生では、女性よりも男性の方が「住みたくない」と回答した割合が多く、進学・就職

先が市内に見つからないことが一つの理由だと考えられます。【P8、P19】 

 

●持ち家の人では定住意向が高いことから、住宅取得の際に犬山市に住宅が見つかれば

住み続けることになるものと推察されます。【P9上表】 

 

●学生では、「住みたい理由」として、まちへの「愛着」や「家族との同居・近居」、「住

みやすい」を選ぶ学生が多い傾向にあります。一方で、回答数が少ないので、参考とな

りますが、「住みたくない理由」としては「突出した魅力を感じない」、「就職先、進学

先がない」を理由としている人が多い傾向にあります。【P14 下表～P15 、P19】 

 

●18 歳以上全体を見ても、まちに対する愛着を感じる人は住み続けたいと思う人が多く、

定住促進にあたっては、愛着の醸成が有効と考えられます。【P10、P14～15】 

 

●若者では、住み続けるために必要なこととして、「商業施設を増やすこと」、「子育て環

境が充実していること」、「働く場があること」が多く選ばれています。【P20】 

 

 

定住促進に関係する事項に関する分析 

１）就職について 

●就職等の希望地域を犬山市以外と回答した人でも、犬山市内に就職先があれば住み続

けるという学生が多くなっています。【P25】 

 

●製造業を希望する男性が多いことから、市内製造業に対する認知を進めることで定住

を促すことが期待できます。【P22 左表】 
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●女性については市内の産業集積とのミスマッチがあると考えられ、女性が就職を希望

する職種の上位であるサービス業の誘致が有効と考えられます。【P22 右表】 

 

 

２）居住環境（住環境、都市基盤、買い物環境等）について 

●住環境、道路等のインフラ整備、公共交通の利便性、買い物環境については評価しない

人の方が多くなっています。【P26 上表、P27 上表、P28 上表、P29 上表、P30 上表】 

 

●住環境の整備状況や道路等のインフラ整備状況、公共交通の利便性、買い物環境に対

する実感が定住意向に対して影響していると考えられます。住み続けたいと思わない

理由とも合致しており、定住したいと思う人を増やすための施策として有効と考えら

れます。なお、地区による大きな違いは見られず、特定の地区を対象として取り組むこ

とをアンケートからは導くことはできませんでした。 

【P16～17、P26 下表、P27 下表、P28 下表、P29 下表、P30 下表】 

 

 

３）愛着、地域のつながりについて 

●年齢にかかわらず、まちに対して愛着を感じている傾向があります。また、居住年数が

１年未満の人でも約６割が愛着を感じており、居住年数にかかわらず愛着を感じる割

合は多くなっています。なお、居住年数が長くなるにつれて、愛着を感じる割合は高く

なる傾向にあります。【P33～34 上表】 

 

●愛着と、近所の人との付き合いの有無や地域活動への参加の有無は関係していると考

えられます。【P41 下表～P42】 
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２．定住に関する分析 

１）定住意向 

①定住意向の変化 

○これからも犬山市に住み続けたいと思う人（「これからも住み続けたい」「住み続けたい

が、他の場所に移るかもしれない」「市内の他の場所に移りたい」の合計）は約 92％で、

平成 28 年度からは減少し、令和元年と同率となっています。 

○ただし、「住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない」が約 20％となっており、平成

28 年度から増加傾向にあります。 

▼定住意向の変化 

   

67.9

72.2

71.1

18.1

18.7

19.8

2.6

1.4

0.8

7.8

5.4

6.2

3.6

2.3

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H28 n=1752

R１ n=1153

R３ n=1782

犬山市計

これからも住み続けたい 住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない

市内の他の場所に移りたい 他の市町村へ移りたい

無回答
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②年代からみた定住意向 

○犬山市への定住意向について、各年代の回答数が少なく断定はできないものの、男性で

は 34 歳以下、女性では 29 歳以下の年代で「住み続けたいが、他の場所に移るかもしれ

ない」が、「これからも住み続けたい」よりも多い傾向がみられます。それよりも上の年

代では、「これからも住み続けたい」の方が多くなる傾向があります。 

▼性別×年代×定住意向 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.3 

35.3 

29.2 

44.4 

62.5 

60.4 

69.2 

74.4 

70.2 

73.5 

77.0 

87.8 

70.1 

63.6 

52.9 

54.2 

50.0 

32.5 

29.2 

26.2 

23.1 

15.8 

20.4 

13.1 

7.1 

22.7 

2.8 

1.8 

1.6 

2.0 

1.0 

9.1 

11.8 

16.7 

2.8 

5.0 

10.4 

4.6 

2.6 

12.3 

6.1 

8.2 

3.1 

6.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性18歳、19歳 n=11

男性20歳～24歳 n=34

男性25歳～29歳 n=24

男性30歳～34歳 n=36

男性35歳～39歳 n=40

男性40歳～44歳 n=48

男性45歳～49歳 n=65

男性50歳～54歳 n=78

男性55歳～59歳 n=57

男性60歳～64歳 n=49

男性65歳～69歳 n=61

男性70歳以上 n=196

男性計 n=700

これからも住み続けたい 住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない

市内の他の場所に移りたい 他の市町村へ移りたい

31.3

28.1

37.0

54.8

56.6

73.7

66.3

67.6

75.0

63.6

82.3

89.1

72.0

56.3

59.4

44.4

35.5

35.8

18.4

28.8

17.6

16.7

25.5

8.9

6.8

20.0

1.4

5.5

1.3

1.1

0.9

12.5

12.5

18.5

9.7

7.5

7.9

5.0

13.5

8.3

5.5

7.6

3.0

7.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性18歳、19歳 n=16

女性20歳～24歳 n=32

女性25歳～29歳 n=27

女性30歳～34歳 n=31

女性35歳～39歳 n=53

女性40歳～44歳 n=76

女性45歳～49歳 n=80

女性50歳～54歳 n=74

女性55歳～59歳 n=60

女性60歳～64歳 n=55

女性65歳～69歳 n=79

女性70歳以上 n=265

女性計 n=850

これからも住み続けたい 住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない

市内の他の場所に移りたい 他の市町村へ移りたい
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○犬山市への定住意向について、各年代の回答数が少なく断定はできないものの、ひとり

暮らしの人では、59 歳以下の各年代では「これからも住み続けたい」が少なく、子ども

がいる人では 30 歳以上になると「これからも住み続けたい」が多い傾向がみられます。 

▼年代×ひとり暮らし×定住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼年代×子どもがいる×定住意向 

  

50.0

25.0

33.3

18.2

16.7

33.3

40.0

33.3

50.0

54.5

85.0

60.3

50.0

62.5

33.3

81.8

66.7

50.0

60.0

55.6

66.7

50.0

18.2

11.3

31.1

9.1

1.3

1.3

12.5

33.3

16.7

16.7

11.1

33.3

18.2

2.5

7.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

18歳、19歳n=2

20歳～24歳n=8

25歳～29歳n=6

30歳～34歳n=11

35歳～39歳n=6

40歳～44歳n=6

45歳～49歳n=5

50歳～54歳n=9

55歳～59歳n=3

60歳～64歳n=4

65歳～69歳n=11

70歳以上n=80

合計n=151

これからも住み続けたい 住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない

市内の他の場所に移りたい 他の市町村へ移りたい

（%)ひとり暮らし

40.0

76.7

73.8

76.7

68.0

76.9

77.1

70.5

84.7

88.1

78.2

100.0

50.0

16.7

21.3

15.6

25.8

15.7

14.3

21.3

9.7

6.8

15.4

0.9

3.3

1.7

0.8

10.0

6.7

4.9

7.8

6.2

6.5

8.6

4.9

5.6

3.4

5.6

0 20 40 60 80 100

18歳、19歳n=0

20歳～24歳n=4

25歳～29歳n=10

30歳～34歳n=30

35歳～39歳n=61

40歳～44歳n=90

45歳～49歳n=97

50歳～54歳n=108

55歳～59歳n=70

60歳～64歳n=61

65歳～69歳n=72

70歳以上n=236

全年齢n=839

これからも住み続けたい 住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない

市内の他の場所に移りたい 他の市町村へ移りたい

（%)子どもがいる
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△犬山市への定住意向について、高校生、大学生等ともに男性・女性とも「今はわからな

い」が最も多く、「住み続けたい」は「住みたくない」よりも多くなっています。 

△高校生・大学生等ともに「今はわからない」は男性より女性の方が多く、「住みたくない」

は女性よりも男性の方が多くなっています。 

△「就職や進学などで市外へ引っ越しても、いつかは戻ってきて住みたい」は、男性では高

校生が約 31％、大学生等が約 22％、女性は高校生が約 24％、大学生等が約 14％となっ

ています。 

▼性別×学生×定住意向 

  

15.7

15.7

15.6

31.4

24.1

26.7

12.9

8.3

10.0

40.0

51.9

47.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生 男性 n=70

高校生 女性 n=108

高校生計 n=180

住み続けたい

就職や進学などで市外へ引っ越しても、いつかは戻ってきて住みたい

住みたくない

今はわからない

21.8

19.6

20.6

21.8

14.1

17.6

16.7

8.7

12.4

39.7

57.6

49.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学生等 男性 n=78

大学生等 女性 n=92

大学生計 n=170

住み続けたい

就職や進学などで市外へ引っ越しても、いつかは戻ってきて住みたい

住みたくない

今はわからない
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③住まいの所有形態からみた定住意向 

○犬山市への定住意向について、持ち家である場合は「これからも住み続けたい」（約 80％）

が最も多くなっていますが、借家である場合は「住み続けたいが、他の場所に移るかもし

れない」（約 53％）が最も多くなっています。 

▼住まいの所有形態×定住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○持ち家である人の割合は、回答数が少ない年代があるため参考となりますが、29 歳未満

では１割台であるのに対して、30～34 歳で約 46％と増え、それ以上の年代では６割を上

回っています。 

▼年齢×住まいの所有形態 

 

 

  

80.3

37.7

58.5

44.4

72.6

13.5

53.3

31.9

38.9

20.2

0.9

1.2

0.4

5.6

0.9

5.3

7.8

9.3

11.1

6.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

持ち家n=1294

借家n=167

家族の持ち家（親の家等）

n=248

その他n=18

犬山市計n=1744

これからも住み続けたい 住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない

市内の他の場所に移りたい 他の市町村へ移りたい

（%)

7.7

10.0

16.7

46.4

61.5

65.2

76.3

78.0

82.8

86.5

90.6

74.8

11.5

27.1

33.3

27.5

17.7

14.4

8.6

6.9

4.7

7.8

4.9

4.7

9.7

76.9

60.0

44.4

21.7

19.8

20.5

13.8

15.1

11.7

9.5

8.0

4.0

14.5

3.8

2.9

5.6

4.3

1.0

1.3

0.8

0.6

0.7

1.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

18歳、19歳n=26

20歳～24歳n=70

25歳～29歳n=54

30歳～34歳n=69

35歳～39歳n=96

40歳～44歳n=132

45歳～49歳n=152

50歳～54歳n=159

55歳～59歳n=128

60歳～64歳n=116

65歳～69歳n=163

70歳以上n=593

全年齢n=1762

持ち家 借家 家族の持ち家（親の家等） その他

（%)
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２）定住したい理由、定住したくない理由 

①定住したい理由 

○住み続けたいと思う理由は、「緑が多い」、「災害が少ない」、「愛着がある」が上位となっ

ています。 

▼住み続けたいと思う理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

40.8

7.5

4.6

11.6

5.9

17.2

1.7

3.3

43.2

14.9

14.5

24.9

38.7

8.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

緑が多い

医療・福祉サービスが充実している

子育てがしやすい

買い物や外食が便利

道路・下水道等の基盤が整備されている

公共交通の便が良い

公共施設が充実している

子どもの教育環境が良い

災害が少ない

犯罪が少ない

地域での人間関係が良い

学校や仕事、家族の都合

愛着がある

その他

犬山市計 n=1573
(%)



11 

 

○住み続けたいと思う理由を地区別にみると、城東地区では他地区に比べて「緑が多い」

が多くなっていますが、それ以外では大きな差はみられません。 

▼地区×住み続けたいと思う理由 

 

  
40.1

8.0

4.3

12.2

5.7

16.8

2.0

3.1

44.4

14.1

14.2

23.8

39.7

9.2

47.6

9.6

4.4

11.2

5.2

19.6

1.6

4.0

40.4

15.2

14.0

27.2

34.8

6.0

39.7

5.4

4.8

10.2

5.4

15.2

0.6

3.5

45.1

16.2

15.9

24.8

41.0

8.6

36.1

4.7

4.7

10.7

6.9

18.5

0.9

3.0

40.8

13.3

13.7

25.3

36.9

7.7

48.3

13.8

6.9

13.8

10.3

17.2

3.4

3.4

27.6

24.1

6.9

31.0

37.9

3.4

40.8

7.5

4.6

11.6

5.9

17.2

1.7

3.3

43.2

14.9

14.5

24.9

38.7

8.3

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

緑が多い

医療・福祉サービスが充実している

子育てがしやすい

買い物や外食が便利

道路・下水道等の基盤が整備されている

公共交通の便が良い

公共施設が充実している

子どもの教育環境が良い

災害が少ない

犯罪が少ない

地域での人間関係が良い

学校や仕事、家族の都合

愛着がある

その他

犬山市計

犬山地区 n=738 城東地区 n=250 羽黒地区 n=315 楽田地区 n=233 池野地区 n=29 全地区 n=1573

(%)



12 

 

○住み続けたいと思う理由を年代別にみると、回答数が少なく断定はできないものの、男

性・女性ともに 20～54 歳の各年代において「学校や仕事、家族の都合」が他の年代に比

べて多い傾向がみられます。 

○また、「買い物や外食が便利」は男性・女性ともに 25～39 歳で、「公共交通の便が良い」、

「子どもの教育環境が良い」は 25～29 歳で、「医療・福祉サービスが充実している」は

70 歳以上で他の年代に比べて高い傾向がみられます。 

▼性別×年齢×住み続けたいと思う理由 

 
 

  

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

緑が多い

医療・福祉サービスが充実している

子育てがしやすい

買い物や外食が便利

道路・下水道等の基盤が整備されている

公共交通の便が良い

公共施設が充実している

子どもの教育環境が良い

災害が少ない

犯罪が少ない

地域での人間関係が良い

学校や仕事、家族の都合

愛着がある

その他

18歳、19歳 n=10 20歳～24歳 n=30 25歳～29歳 n=20 30歳～34歳 n=35 35歳～39歳 n=37 40歳～44歳 n=43 45歳～49歳 n=62

50歳～54歳 n=76 55歳～59歳 n=50 60歳～64歳 n=45 65歳～69歳 n=54 70歳以上 n=185 男性計 n=648

男性
（％）
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0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0 70.0

緑が多い

医療・福祉サービスが充実している

子育てがしやすい

買い物や外食が便利

道路・下水道等の基盤が整備されている

公共交通の便が良い

公共施設が充実している

子どもの教育環境が良い

災害が少ない

犯罪が少ない

地域での人間関係が良い

学校や仕事、家族の都合

愛着がある

その他

18歳、19歳 n=14 20歳～24歳 n=28 25歳～29歳 n=22 30歳～34歳 n=28 35歳～39歳 n=48 40歳～44歳 n=70 45歳～49歳 n=76

50歳～54歳 n=64 55歳～59歳 n=55 60歳～64歳 n=51 65歳～69歳 n=71 70歳以上 n=252 女性計 n=781

女性
（％）
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○愛着と定住意向の関係をみると、愛着を感じている人では「これからも住み続けたい」

が約 79％であるのに対して、愛着を感じていない人では 37％と少なくなっています。 

▼愛着×定住意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△学生の住みたい理由では、回答数が少なく断定はできないものの、男性・女性ともに「生

まれ育ったふるさとで愛着があるから」が多く、女性より男性で多くなっています。大学

生等の女性では「親や親戚等と一緒に（近くで）暮らしたいから」が一番多くなっていま

す。 

▼性別×学生×住みたい理由 

  

79.2

37.0

72.6

17.7

32.8

20.2

0.8

1.1

0.9

2.2

29.0

6.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

愛着を感じている n=1426

愛着を感じていない n=262

犬山市計 n=1744

これからも住み続けたい 住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない

市内の他の場所に移りたい 他の市町村へ移りたい

（%)

70.0

34.3

5.7

1.4

0.0

20.0

31.4

1.4

53.8

44.9

3.8

2.6

0.0

19.2

35.9

6.4

61.5

39.9

4.7

2.0

0.0

19.6

33.8

4.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

生まれ育ったふるさとで愛着があるから

親や親戚等と一緒に（近くで）暮らしたいから

市内に希望する就職先、進学先があるから

親や親戚が望むから

家業を継ぐから

市内に友人、知人が多いから

犬山市が住みやすいまちだから

その他

学生

学生 男性 n=70

学生 女性 n=78

学生計 n=148

(%)
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72.7

36.4

6.1

0.0

0.0

24.2

33.3

0.0

55.8

37.2

2.3

0.0

0.0

25.6

41.9

2.3

63.2

36.8

3.9

0.0

0.0

25.0

38.2

1.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

生まれ育ったふるさとで愛着があるから

親や親戚等と一緒に（近くで）暮らしたいから

市内に希望する就職先、進学先があるから

親や親戚が望むから

家業を継ぐから

市内に友人、知人が多いから

犬山市が住みやすいまちだから

その他

高校生

高校生 男性 n=33

高校生 女性 n=43

高校生計 n=76

(%)

70.6

29.4

5.9

2.9

0.0

14.7

29.4

2.9

48.4

54.8

6.5

6.5

0.0

12.9

29.0

12.9

60.0

41.5

6.2

4.6

0.0

13.8

29.2

7.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

生まれ育ったふるさとで愛着があるから

親や親戚等と一緒に（近くで）暮らしたいから

市内に希望する就職先、進学先があるから

親や親戚が望むから

家業を継ぐから

市内に友人、知人が多いから

犬山市が住みやすいまちだから

その他

大学生等

大学生等 男性 n=34

大学生等 女性 n=31

大学生等計 n=65

(%)
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②定住したくない理由 

○住み続けたいと思わない理由は、各年代の回答数が少なく断定はできないものの、男性・

女性ともに「買い物や外食が不便」、「公共交通の便が悪い」が多い傾向がみられます。年

代にかかわらず同様の傾向がみられます。 

▼性別×年齢×住み続けたいと思わない理由 

 
 

  

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

緑が少ない

医療・福祉サービスが充実していない

子育てがしにくい

買い物や外食が不便

道路・下水道等の基盤が整備されていない

公共交通の便が悪い

公共施設が充実していない

子どもの教育環境がよくない

災害が多い

犯罪が多い

地域での人間関係がよくない

学校や仕事、家族の都合

愛着がない

その他

18歳、19歳 n=1 20歳～24歳 n=4 25歳～29歳 n=4 30歳～34歳 n=1 35歳～39歳 n=2 40歳～44歳 n=5 45歳～49歳 n=3

50歳～54歳 n=2 55歳～59歳 n=7 60歳～64歳 n=3 65歳～69歳 n=5 70歳以上 n=6 男性計 n=43

男性
（％）
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

緑が少ない

医療・福祉サービスが充実していない

子育てがしにくい

買い物や外食が不便

道路・下水道等の基盤が整備されていない

公共交通の便が悪い

公共施設が充実していない

子どもの教育環境がよくない

災害が多い

犯罪が多い

地域での人間関係がよくない

学校や仕事、家族の都合

愛着がない

その他

18歳、19歳 n=2 20歳～24歳 n=4 25歳～29歳 n=5 30歳～34歳 n=3 35歳～39歳 n=4 40歳～44歳 n=6 45歳～49歳 n=4

50歳～54歳 n=10 55歳～59歳 n=5 60歳～64歳 n=3 65歳～69歳 n=6 70歳以上 n=8 女性計 n=60

女性
（％）
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○住み続けたいと思わない理由を地区別にみると、各地区の回答数が少なく断定はできな

いものの、城東地区では「公共交通の便が悪い」、羽黒地区では「買い物や外食が不便」

「愛着がない」、犬山地区、楽田地区では「医療・福祉サービスが充実していない」、楽田

地区では「公共施設が充実していない」が多くなっています。 

▼地区×住み続けたいと思わない理由  

3.9

31.4

11.8

58.8

11.8

45.1

21.6

7.8

2.0

5.9

11.8

13.7

15.7

21.6

0.0

15.0

0.0

50.0

20.0

70.0

15.0

0.0

0.0

5.0

5.0

10.0

15.0

15.0

3.8

19.2

3.8

65.4

23.1

50.0

3.8

0.0

0.0

0.0

7.7

15.4

42.3

11.5

0.0

30.0

10.0

50.0

10.0

50.0

40.0

0.0

0.0

0.0

10.0

10.0

30.0

20.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

50.0

0.0

2.8

24.8

7.3

57.8

15.6

50.5

17.4

3.7

0.9

3.7

9.2

12.8

23.9

17.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

緑が少ない

医療・福祉サービスが充実していない

子育てがしにくい

買い物や外食が不便

道路・下水道等の基盤が整備されていない

公共交通の便が悪い

公共施設が充実していない

子どもの教育環境がよくない

災害が多い

犯罪が多い

地域での人間関係がよくない

学校や仕事、家族の都合

愛着がない

その他

犬山市計

犬山地区 n=51 城東地区 n=20 羽黒地区 n=26 楽田地区 n=10 池野地区 n=2 全地区 n=109

(%)
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△高校生・大学生等の住みたくない理由を見ると、回答数が少なく断定はできないものの、

男性・女性を問わず「犬山市に突出した魅力を感じないから」、「犬山市に希望する就職

先、進学先がないから」が多い傾向がみられます。 

▼性別×学生×住みたくない理由 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

44.4

33.3

44.4

11.1

0.0

22.2

22.2

44.4

22.2

77.8

0.0

0.0

0.0

11.1

44.4

27.8

61.1

5.6

0.0

11.1

16.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

犬山市に希望する就職先、進学先がないから

予定している就職先、進学先のほうが暮らすのに便利そ

うだから（買い物、娯楽など）

犬山市に突出した魅力を感じないから

予定している就職先、進学先のほうが暮らすのに便利そ

うだから（買い物、娯楽など）

犬山市に知り合いや友達が少ないから

他に、気に入っているまちがあるから

その他

高校生

高校生 男性 n=9

高校生 女性 n=9

高校生計 n=18

(%)

53.8

15.4

61.5

7.7

0.0

7.7

15.4

62.5

37.5

62.5

25.0

12.5

12.5

0.0

57.1

23.8

61.9

14.3

4.8

9.5

9.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

犬山市に希望する就職先、進学先がないから

予定している就職先、進学先のほうが暮らすのに便利そ

うだから（買い物、娯楽など）

犬山市に突出した魅力を感じないから

予定している就職先、進学先のほうが暮らすのに便利そ

うだから（買い物、娯楽など）

犬山市に知り合いや友達が少ないから

他に、気に入っているまちがあるから

その他

大学生等

大学生等 男性 n=13

大学生等 女性 n=8

大学生等計 n=21

(%)
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②定住するために必要なこと 

△若い人が住み続けるために必要なことは「商業施設を増やすこと」（約 52％）、「子育て環

境が充実していること」（約 45％）、「働く場があること」（約 33％）が多くなっています。 

▼若い人が住み続けるために必要なこと 

  

52.2

44.7

32.9

27.3

25.7

3.8

1.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

商業施設を増やすこと

子育て環境が充実していること

働く場があること

娯楽施設を増やすこと

交通の便をよくすること

その他

わからない

犬山市計 n=1379
(%)
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３．定住促進に関係する事項に関する分析 

ここでは、前述「２．定住に関する分析」を踏まえ、１）就職、２）居住環境（住環境、都

市基盤、買い物環境等）、３）愛着、地域とのつながりについて分析します。 

 

１）就職 

①進学・就職する地域の希望 

△進学・就職等を希望する地域があるという人は、高校生の女性で約 53％と多く、高校生

の男性、大学生等の男性・女性では３割台となっています。 

△具体的な地名をみると、高校生・大学生等ともに、男性・女性を問わず名古屋市が最も多

く、高校生・大学生等全体で 67 名が名古屋市と回答しています。大学生等の女性では犬

山市を第一希望に挙げる人が名古屋市（７名）と同数となっています。 

▼性別×学生×就職、創業・起業、進学を希望する地域の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼大学生等・高校生×就職、創業・起業、進学を希望する地域 

 

  

39.7

53.8

47.7

14.7

10.6

12.1

45.6

35.6

40.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生 男性 n=68

高校生 女性 n=104

高校生計 n=174

希望がある どこでもよい 決めていない

33.8

32.2

32.9

18.2

12.2

15.0

48.1

55.6

52.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学生等 男性 n=77

大学生等 女性 n=90

大学生等計 n=167

希望がある どこでもよい 決めていない

大学生等（男性） 大学生等（女性）
第１希望 件数 第２希望 件数 第３希望 件数 第１希望 件数 第２希望 件数 第３希望 件数

愛知県名古屋市 9 愛知県犬山市 3 愛知県名古屋市 2 愛知県犬山市 7 愛知県小牧市 4 愛知県扶桑町 3
愛知県犬山市 5 愛知県小牧市 3 愛知県江南市 2 愛知県名古屋市 7 愛知県名古屋市 3 愛知県 2

高校生（男性） 高校生（女性）
第１希望 件数 第２希望 件数 第３希望 件数 第１希望 件数 第２希望 件数 第３希望 件数

愛知県名古屋市 8 愛知県名古屋市 5 愛知県名古屋市 4 愛知県名古屋市 20 愛知県名古屋市 8 愛知県名古屋市 3
愛知県犬山市 3 東京都 2 愛知県 犬山市 2 愛知県 8 愛知県小牧市 5 愛知県犬山市 2
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②進学・就職する仕事の希望 

△希望する業種では、高校生・大学生等ともに、男性では「情報通信業」「製造業」が多く、

女性では、高校生で「サービス業」「教育、学習支援業」、「医療・福祉業」「宿泊業、飲食

業」が多く、大学生等で「サービス業」「医療・福祉業」が多くなっています。 

▼性別×学生×就職×創業・起業を希望する業種 

  

1

6

12

1

9

3

2

5

11

5

13

2

2

10

1

10
1

6

1

1

3

13

3

2

1

3

6

1

3

4

3

4

5

3

5

5

9

1

0 10 20 30 40 50 60

農林水産業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業

宿泊業、飲食業

教育、学習支援業

医療・福祉業

サービス業

その他

高校生男性 n=68

第一希望 第二希望 第三希望

（回答数）

2

1

6

4

1

3

10

15

24

20

16

1

3

2

6

3

4

17

14

10

19

3

4

2

4

5

1

6

4

2

8

13

8

18

1

0 10 20 30 40 50 60

農林水産業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業

宿泊業、飲食業

教育、学習支援業

医療・福祉業

サービス業

その他

高校生女性 n=103

第一希望 第二希望 第三希望

（回答数）

1

5

16

5

14

1
1

6

4

6

7

10

1

3

6

6

15

3

6

8

2

4

1

7

3

2

3

10

5

7

1

3

6

3

2

6

13

0 10 20 30 40 50

農林水産業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業

宿泊業、飲食業

教育、学習支援業

医療・福祉業

サービス業

その他

大学生等男性 n=76

第一希望 第二希望 第三希望

（回答数）

1

1

3

4

11

3

1

8

27

22

8

4

5

2

5

5

5

10

13

7

10

2

5

1

5

3

11

4

2

8

4

2

16

2

0 10 20 30 40 50

農林水産業

建設業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業

卸売業、小売業

金融業、保険業

不動産業

宿泊業、飲食業

教育、学習支援業

医療・福祉業

サービス業

その他

大学生等女性 n=89

第一希望 第二希望 第三希望

（回答数）
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△就職先を決める上で重視することは、高校生の男性、大学生等の男性・女性では「自分が

興味のある仕事である」が最も多く、高校生の女性では、それ以上に「給料が十分であ

る」が多くなっています。それら２項目のほか、「安定している」も多い傾向があります。

また、大学生の女性では、「会社の雰囲気」が他と比べて多くなっています。 

▼性別×学生×就職先を決める上で重視すること 

   

4

28

6

3

1

5

9

1

1

1

8

1

1

1

0

1

10

5

6

1

1

2

12

3

2

3

16

4

1

1

1

1

8

3

8

3

4

7

3

3

1

10

7

3

7

0 10 20 30 40 50 60

大企業で有名である

自分が興味のある仕事である

自分の夢を実現できる

自分の知識や技術が活かせる

自分の実力で昇進できる

国際的な仕事ができる

人や地域のために仕事ができる

安定している

将来性がある

正社員雇用である

残業が少ない

給料が十分である

休日が多かったり休みがとりやすい

実家（自宅）から通える

就職先に先輩がいる、友達もいく

働きながらスキルアップ（勉強や資格取得など）ができる

私生活を充実させられる

会社の雰囲気

親の意見

その他

高校生男性 n=70

１位 ２位 ３位

（回答数）

37

11

6

1

1

4

19

3

1

15

2

3

2

2

2

15

7

8

1

4

5

8

3

2

6

20

7

4

1

3

11

3

3

3

7

7

3

14

7

5

3

23

9

5

1

1

5

4

2

0 10 20 30 40 50 60

大企業で有名である

自分が興味のある仕事である

自分の夢を実現できる

自分の知識や技術が活かせる

自分の実力で昇進できる

国際的な仕事ができる

人や地域のために仕事ができる

安定している

将来性がある

正社員雇用である

残業が少ない

給料が十分である

休日が多かったり休みがとりやすい

実家（自宅）から通える

就職先に先輩がいる、友達もいく

働きながらスキルアップ（勉強や資格取得など）ができる

私生活を充実させられる

会社の雰囲気

親の意見

その他

高校生女性 n=107

１位 ２位 ３位

（回答数）
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5

36

3

5

1

2

4

5

2

5

1

2

1

5

4

7

4

12

3

1

3

10

3

2

3

16

3

3

1

1

1

4

3

8

3

1

4

9

4

2

1

9

7

4

2

5

6

0 10 20 30 40 50

大企業で有名である

自分が興味のある仕事である

自分の夢を実現できる

自分の知識や技術が活かせる

自分の実力で昇進できる

国際的な仕事ができる

人や地域のために仕事ができる

安定している

将来性がある

正社員雇用である

残業が少ない

給料が十分である

休日が多かったり休みがとりやすい

実家（自宅）から通える

就職先に先輩がいる、友達もいく

働きながらスキルアップ（勉強や資格取得など）ができる

私生活を充実させられる

会社の雰囲気

親の意見

その他

大学生等男性 n=77

１位 ２位 ３位

（回答数）

30

6

4

1

7

15

1

3

0

7

4

6

2

5

2

10

8

6

3

20

4

1

4

9

5

2

3

5

9

1

9

6

1

6

4

1

3

16

8

10

1

8

17

0 10 20 30 40 50

大企業で有名である

自分が興味のある仕事である

自分の夢を実現できる

自分の知識や技術が活かせる

自分の実力で昇進できる

国際的な仕事ができる

人や地域のために仕事ができる

安定している

将来性がある

正社員雇用である

残業が少ない

給料が十分である

休日が多かったり休みがとりやすい

実家（自宅）から通える

就職先に先輩がいる、友達もいく

働きながらスキルアップ（勉強や資格取得など）ができる

私生活を充実させられる

会社の雰囲気

親の意見

その他

大学生等女性 n=91

１位 ２位 ３位

（回答数）
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③就職先と定住意向 

△就職等の希望地域を犬山市以外と回答した人でも、犬山市内に就職先があれば住み続け

るという学生は、男性・女性ともに高校生では７割台、大学生等では６割台となっていま

す。なお、これについても回答数が少なく断定はできません。 

▼性別×学生×犬山市で希望する仕事があれば犬山市に住みたいか 

  

76.2

73.9

74.6

23.8

26.1

25.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高校生 男性 n=21

高校生 女性 n=46

高校生計 n=67

思う 思わない

68.8

61.1

64.7

31.3

38.9

35.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学生等 男性 n=16

大学生等 女性 n=18

大学生等計 n=34

思う 思わない
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２）居住環境（住環境、都市基盤、買い物環境等） 

①住環境の整備に対する評価 

○住環境が整備されたまちだと思う人（「そう思う」「ややそう思う」の合計）は約 41％で、

そう思わない人（「ややそう思わない」「そう思わない」の合計、約 43％）と同程度とな

っており、いずれの地区も大きな差はありません。 

▼地区×住環境が整備されたまちだと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○住環境の整備について、「これからも住み続けたい」と思う人では、住環境が整備された

まちだと思う人は約 45％、「住み続けたいが、他の場所に移るかもしれない」と思う人で

は約 39%となっています。 

▼定住意向×住環境が整備されたまちだと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.2

5.2

6.3

5.3

2.9

5.5

37.2

33.4

34.8

34.6

41.2

35.7

24.7

28.6

26.2

28.0

26.5

26.1

16.9

13.6

18.5

16.3

11.8

16.5

15.9

19.2

14.2

15.9

17.6

16.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=809

城東地区 n=287

羽黒地区 n=351

楽田地区 n=246

池野地区 n=34

全地区 n=1735

犬山市計

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)

6.6

3.5

5.5

38.0

35.8

6.7

15.7

35.7

26.2

26.9

40.0

22.2

26.1

14.2

15.6

46.7

40.7

16.5

15.0

18.2

6.7

21.3

16.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

これからも住み続けたい n=1238

住み続けたいが、他の場所に移るかもし

れない n=346

市内の他の場所に移りたい n=15

他の市町村へ移りたい n=108

犬山市計 n=1735

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)
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②都市基盤整備に対する評価 

○道路や橋などのインフラが適切に管理されていると思う人は約 36％で、そう思わない人

（約 49％）の方が多くなっており、いずれの地区も同様の傾向がみられます。 

▼地区×道路や橋などのインフラが適切に管理されていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○インフラの管理について、「これからも住み続けたい」と思う人や「住み続けたいが、他

の場所に移るかもしれない」と思う人では、道路や橋などのインフラが適切に管理され

ていると思う人が、それ以外の人に比べて多い傾向がみられますが、いずれにおいても

適切に管理されているとは思わない人の方が多くなっています。 

▼定住意向×道路や橋などのインフラが適切に管理されていると思うか 

 

 

 

 

 

 

  

5.5

3.4

5.7

6.1

11.8

5.5

30.7

28.6

35.0

26.7

23.5

30.4

25.1

28.3

27.4

28.3

23.5

26.5

23.4

22.4

18.5

23.5

11.8

22.0

15.3

17.2

13.4

15.4

29.4

15.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=812

城東地区 n=290

羽黒地区 n=351

楽田地区 n=247

池野地区 n=34

全地区 n=1742

犬山市計

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)

6.6

2.6

3.7

5.5

32.0

32.6

20.0

9.2

30.4

26.9

26.8

20.0

22.0

26.5

19.6

23.1

33.3

45.9

22.0

14.9

15.0

26.7

19.3

15.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

これからも住み続けたい n=1242

住み続けたいが、他の場所に移るかもし

れない n=347

市内の他の場所に移りたい n=15

他の市町村へ移りたい n=109

犬山市計 n=1742

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)
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③公共交通に対する評価 

○公共交通が便利であると思う人は約 35％で、そう思わない人（約 58％）の方が多くなっ

ており、いずれの地区も同様の傾向がみられます。 

▼地区×公共交通が便利であると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○公共交通の利便性について、「これからも住み続けたい」と思う人や「住み続けたいが、

他の場所に移るかもしれない」と思う人では、公共交通が便利であると思う人が、それ以

外の人に比べて多い傾向がみられますが、いずれにおいても公共交通が便利だと思わな

い人の方が多くなっています。 

▼定住意向×公共交通が便利であると思うか 

 

  

7.4

7.3

7.9

6.9

5.9

7.4

29.3

26.3

26.8

25.5

44.1

28.0

25.5

28.0

28.2

28.7

8.8

26.5

31.1

33.2

31.1

32.0

23.5

31.4

6.8

5.2

5.9

6.9

17.6

6.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=813

城東地区 n=289

羽黒地区 n=354

楽田地区 n=247

池野地区 n=34

全地区 n=1745

犬山市計

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)

8.7

5.4

1.8

7.4

30.6

25.2

10.1

28.0

26.0

30.1

40.0

19.3

26.5

28.1

33.2

53.3

61.5

31.4

6.5

6.0

6.7

7.3

6.6

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

これからも住み続けたい n=1244

住み続けたいが、他の場所に移るかもし

れない n=349

市内の他の場所に移りたい n=15

他の市町村へ移りたい n=109

犬山市計 n=1745

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)
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④買い物環境に対する評価 

○魅力がある商店があると思う人は約 17％で、そう思わない人（約 72％）に比べて少なく

なっており、いずれの地区も同様の傾向がみられます。 

▼地区×魅力ある商店があるまちだと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○魅力がある商店の有無について、「これからも住み続けたい」と思う人や「住み続けたい

が、他の場所に移るかもしれない」と思う人では、魅力がある商店があると思う人が、そ

れ以外の人に比べて多い傾向がみられますが、いずれにおいても魅力がある商店がある

と思わない人の方が多くなっています。 

▼定住意向×魅力ある商店があるまちだと思うか 

 

 

  

3.4

5.2

3.4

2.8

3.6

13.8

11.1

12.3

17.4

15.2

13.5

25.4

26.8

25.9

26.7

33.3

26.1

46.4

47.0

47.3

44.5

39.4

46.3

10.9

9.8

11.1

8.5

12.1

10.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=816

城東地区 n=287

羽黒地区 n=351

楽田地区 n=247

池野地区 n=33

全地区 n=1742

犬山市計

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)

4.0

3.7

3.6

13.8

16.4

13.3

3.7

13.5

28.0

22.7

13.3

14.8

26.1

45.4

44.8

60.0

64.8

46.3

8.8

12.4

13.3

16.7

10.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

これからも住み続けたい n=1239

住み続けたいが、他の場所に移るかもし

れない n=348

市内の他の場所に移りたい n=15

他の市町村へ移りたい n=108

犬山市計 n=1742

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)
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○市内での買い物が便利だと思う人は約 29％で、そう思わない人（約 67％）に比べて少な

くなっており、いずれの地区も同様の傾向がみられます。 

▼地区×市内での買い物が便利だと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○市内の買い物の利便性について、「これからも住み続けたい」と思う人や「住み続けたい

が、他の場所に移るかもしれない」と思う人では、市内での買い物が便利だと思う人が、

それ以外の人に比べて多い傾向がみられますが、いずれにおいても市内での買い物が便

利だと思わない人の方が多くなっています。 

▼定住意向×市内での買い物が便利だと思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

7.2

5.2

7.7

6.0

6.7

22.6

20.3

19.9

25.7

24.2

22.2

24.2

24.1

26.4

22.5

30.3

24.5

41.4

46.5

40.6

41.8

39.4

42.1

4.5

3.8

5.4

4.0

6.1

4.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=817

城東地区 n=286

羽黒地区 n=352

楽田地区 n=249

池野地区 n=33

全地区 n=1745

犬山市計

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)

7.5

5.7

6.7

1.9

6.7

23.7

22.4

8.3

22.2

25.5

24.1

26.7

13.0

24.5

39.2

44.5

46.7

70.4

42.1

4.2

3.2

20.0

6.5

4.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

これからも住み続けたい n=1243

住み続けたいが、他の場所に移るかもし

れない n=348

市内の他の場所に移りたい n=15

他の市町村へ移りたい n=108

犬山市計 n=1745

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない わからない

(%)
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◇中学生は犬山市の嫌いなところとして、買い物の不便さに対する意見を多く挙げていま

す。 

▼犬山市の「嫌いなところ」と「その理由」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上図は、テキストマイニングの分析結果を表したものであり、単語が出現する回数を円

の大きさで表し、各単語のつながりの強さを線の太さで表す。実線は単語のグループが

同じもの、破線は異なるグループのものを表している。 

※テキストマイニングとは、文字情報の分析に用いられるデータ分析手法。大量のテキス

トを解析することで、語句の頻度や文章内の単語同士の関連性から、キーワードや文章

の傾向を示す。 

 

 

 

 

 

  

977 

犬山市計 

回答者数 858 名 
単語の総出現回数 14,148 回 
※図には、単語の出現回数が多い上位５位まで記載 

363 

427 

385 

372 
977 

977 
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３）愛着、地域のつながり 

①まちに対する愛着の実態 

○まちに愛着を感じている人は約 81％であり、平成 28 年度以降、わずかに減少傾向となっ

ています。 

▼まちへの愛着の変化 

  

  

81.3

81.4

82.5

15.0

14.6

13.6

3.7

4.1

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3 n=1782

R1 n=1153

H28 n=1752

はい いいえ 無回答
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○まちへの愛着については、各年代の人数が少なく断定はできないものの、性別・年代に

かかわらず愛着を感じている人は約７～９割と多い傾向がみられます。 

▼性別×年齢×まちに愛着を感じているか  

  

81.8

80.0

78.3

69.4

80.0

69.4

78.8

89.5

77.6

87.5

83.6

89.9

83.0

18.2

20.0

21.7

30.6

20.0

30.6

21.2

10.5

22.4

12.5

16.4

10.1

17.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性18歳、19歳 n=11

男性20歳～24歳 n=35

男性25歳～29歳 n=23

男性30歳～34歳 n=36

男性35歳～39歳 n=40

男性40歳～44歳 n=49

男性45歳～49歳 n=66

男性50歳～54歳 n=76

男性55歳～59歳 n=58

男性60歳～64歳 n=48

男性65歳～69歳 n=61

男性70歳以上 n=189

男性計 n=693

はい いいえ

66.7

84.4

70.4

73.3

81.1

77.6

81.7

88.9

85.2

80.0

83.3

92.0

84.5

33.3

15.6

29.6

26.7

18.9

22.4

18.3

11.1

14.8

20.0

16.7

8.0

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性18歳、19歳 n=15

女性20歳～24歳 n=32

女性25歳～29歳 n=27

女性30歳～34歳 n=30

女性35歳～39歳 n=53

女性40歳～44歳 n=76

女性45歳～49歳 n=82

女性50歳～54歳 n=72

女性55歳～59歳 n=61

女性60歳～64歳 n=55

女性65歳～69歳 n=78

女性70歳以上 n=251

女性計 n=834

はい いいえ
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○まちへの愛着については、居住年数に応じて愛着を感じる人は増える傾向がみられます。

人数が少なく断定はできないものの、居住年数が１年未満でも約 62％が愛着を感じてい

ます。 

▼通算居住年数×愛着を感じているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②地域のつながりの実態 

○地域でのつながりや支え合いを大事にしている人は約 75％であり、平成 28 年度以降、減

少傾向となっています。 

▼地域でのつながりや支え合いの変化 

   

61.7

71.4

76.2

83.2

90.3

84.0

38.3

28.6

23.8

16.8

9.7

16.0

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

1年未満n=47

1年以上5年未満n=147

5年以上10年未満n=147

10年以上30年未満n=564

30年以上n=703

犬山市計 n=1608

愛着を感じている 愛着を感じていない

（%)

74.7

77.6

81.0

22.5

18.3

15.4

2.7

4.1

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3 n=1782

R1 n=1153

H28 n=1752

はい いいえ 無回答
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○地域でのつながりや支え合いの実態についてみると、近所で親しくつきあう人がいる人

は約 57％となっています。地区による大きな差は見られませんが、いずれの地区におい

ても男性に比べて女性の方が多くなっています。 

▼性別×地区×近所で親しくつきあう人がいるか 

  

57.1 

55.0 

58.6 

57.2 

55.9 

57.1 

42.9 

45.0 

41.4 

42.8 

44.1 

42.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=819

城東地区 n=291

羽黒地区 n=355

楽田地区 n=250

池野地区 n=34

全地区 n=1757

犬山市計

はい いいえ

(%)

48.0 

44.5 

51.1 

47.6 

42.9 

48.0 

52.0 

55.5 

48.9 

52.4 

57.1 

52.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=333

城東地区 n=110

羽黒地区 n=141

楽田地区 n=103

池野地区 n=14

全地区 n=704

男性

はい いいえ

(%)

60.4 

60.6 

62.6 

62.1 

60.0 

61.0 

39.6 

39.4 

37.4 

37.9 

40.0 

39.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=394

城東地区 n=155

羽黒地区 n=171

楽田地区 n=116

池野地区 n=15

全地区 n=854

女性

はい いいえ

(%)
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○近所で親しくつきあう人について、性別・年代別にみると、各年代の回答数が少なく断

定はできないものの、男性では 64歳以下ではつきあう人がいない人の方が多く、65 歳以

上になるとつきあう人がいる人の方が多い傾向がみられます。女性ではつきあう人がい

ない人の方が多いのは 39 歳以下であり、40 歳以上になるとつきあう人がいる人の方が

多くなっています。 

▼性別×年齢×近所で親しくつきあう人がいるか 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

36.4

31.4

29.2

25.0

45.0

36.7

41.5

35.0

38.3

40.8

62.3

69.4

48.0

63.6

68.6

70.8

75.0

55.0

63.3

58.5

65.0

61.7

59.2

37.7

30.6

52.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性18歳、19歳 n=11

男性20歳～24歳 n=35

男性25歳～29歳 n=24

男性30歳～34歳 n=36

男性35歳～39歳 n=40

男性40歳～44歳 n=49

男性45歳～49歳 n=65

男性50歳～54歳 n=80

男性55歳～59歳 n=60

男性60歳～64歳 n=49

男性65歳～69歳 n=61

男性70歳以上 n=193

男性計 n=704

はい いいえ

37.5

37.5

25.0

32.3

48.1

52.6

53.1

54.1

56.7

58.6

70.5

80.3

61.0

62.5

62.5

75.0

67.7

51.9

47.4

46.9

45.9

43.3

41.4

29.5

19.7

39.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性18歳、19歳 n=16

女性20歳～24歳 n=32

女性25歳～29歳 n=28

女性30歳～34歳 n=31

女性35歳～39歳 n=54

女性40歳～44歳 n=76

女性45歳～49歳 n=81

女性50歳～54歳 n=74

女性55歳～59歳 n=60

女性60歳～64歳 n=58

女性65歳～69歳 n=78

女性70歳以上 n=264

女性計 n=854

はい いいえ
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③地域の活動への参加実態 

○地域の活動に日頃から参加している人は約 50％で、地区による大きな違いはみられませ

ん。 

▼地区×地域の活動に日頃から参加しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○地域の活動への参加について、性別・年代別にみると、各年代の回答数が少なく断定は

できないものの、男性では 49 歳以下では参加していない人の方が多く、50 歳以上になる

と参加している人の方が多い傾向がみられます。女性では年齢による明確な境界は見ら

れませんが、総じて年齢が上がるにつれて参加する人が多くなる傾向がみられます。 

▼性別×年齢×地域の活動に日頃から参加しているか 

  

49.9 

49.1 

49.3 

51.2 

47.1 

49.8 

50.1 

50.9 

50.7 

48.8 

52.9 

50.2 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=822

城東地区 n=289

羽黒地区 n=357

楽田地区 n=250

池野地区 n=34

全地区 n=1760

犬山市計

はい いいえ

(%)

18.2

2.9

16.7

19.4

32.5

46.9

47.7

60.0

61.7

59.2

59.0

62.6

50.2

81.8

97.1

83.3

80.6

67.5

53.1

52.3

40.0

38.3

40.8

41.0

37.4

49.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性18歳、19歳 n=11

男性20歳～24歳 n=35

男性25歳～29歳 n=24

男性30歳～34歳 n=36

男性35歳～39歳 n=40

男性40歳～44歳 n=49

男性45歳～49歳 n=65

男性50歳～54歳 n=80

男性55歳～59歳 n=60

男性60歳～64歳 n=49

男性65歳～69歳 n=61

男性70歳以上 n=198

男性計 n=709

はい いいえ
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④市民活動への参加実態と意向 

○現在、市民活動を行っている人は約７％で、地区による大きな違いはみられません。 

▼地区×現在×市民活動を行っているか 

  

20.0

15.6

25.0

35.5

37.0

44.7

55.6

47.3

49.2

58.6

60.8

52.8

48.4

80.0

84.4

75.0

64.5

63.0

55.3

44.4

52.7

50.8

41.4

39.2

47.2

51.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性18歳、19歳 n=15

女性20歳～24歳 n=32

女性25歳～29歳 n=28

女性30歳～34歳 n=31

女性35歳～39歳 n=54

女性40歳～44歳 n=76

女性45歳～49歳 n=81

女性50歳～54歳 n=74

女性55歳～59歳 n=61

女性60歳～64歳 n=58

女性65歳～69歳 n=79

女性70歳以上 n=265

女性計 n=856

はい いいえ

8.4 

6.9 

5.9 

6.0 

2.9 

7.2 

91.6 

93.1 

94.1 

94.0 

97.1 

92.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=820

城東地区 n=289

羽黒地区 n=358

楽田地区 n=249

池野地区 n=34

全地区 n=1758

犬山市計

はい いいえ

(%)
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○市民活動の実施について、性別・年代別にみると、各年代の回答数が少なく断定はでき

ないものの、男性の 65 歳～69 歳では約２割となっており、64 歳以下に比べて多くなっ

ています。 

▼性別×年齢×現在×市民活動を行っているか 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.0

0.0

0.0

0.0

5.0

2.0

4.6

6.3

8.3

6.1

18.0

12.7

7.9

100.0

100.0

100.0

100.0

95.0

98.0

95.4

93.8

91.7

93.9

82.0

87.3

92.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性18歳、19歳 n=10

男性20歳～24歳 n=35

男性25歳～29歳 n=24

男性30歳～34歳 n=36

男性35歳～39歳 n=40

男性40歳～44歳 n=49

男性45歳～49歳 n=65

男性50歳～54歳 n=80

男性55歳～59歳 n=60

男性60歳～64歳 n=49

男性65歳～69歳 n=61

男性70歳以上 n=197

男性計 n=707

はい いいえ

6.3

0.0

3.6

3.2

1.9

2.6

4.9

6.8

4.9

6.9

10.3

9.1

6.3

93.8

100.0

96.4

96.8

98.1

97.4

95.1

93.2

95.1

93.1

89.7

90.9

93.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性18歳、19歳 n=16

女性20歳～24歳 n=32

女性25歳～29歳 n=28

女性30歳～34歳 n=31

女性35歳～39歳 n=54

女性40歳～44歳 n=76

女性45歳～49歳 n=82

女性50歳～54歳 n=73

女性55歳～59歳 n=61

女性60歳～64歳 n=58

女性65歳～69歳 n=78

女性70歳以上 n=263

女性計 n=854

はい いいえ
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○今後、市民活動を行っていきたい（続けていきたい）と思う人は、約 20％で、地区によ

る大きな違いはみられません。 

▼地区×今後、市民活動を行っていきたいか（続けていきたいか） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○今後の市民活動の参加意向について、性別・年代別にみると、各年代の回答数が少なく

断定はできないものの、男性では年代が上がるにつれて多くなっています。女性では、年

代による差異は見られるものの、傾向を捉えることができませんでした。 

▼性別×年齢×今後、市民活動を行っていきたいか（続けていきたいか） 

  

  

21.8 

17.0 

17.0 

19.6 

18.2 

19.6 

78.2 

83.0 

83.0 

80.4 

81.8 

80.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

犬山地区 n=806

城東地区 n=289

羽黒地区 n=347

楽田地区 n=245

池野地区 n=33

全地区 n=1728

犬山市計

はい いいえ

(%)

9.1

8.8

16.7

8.3

10.0

18.4

21.9

20.0

23.7

26.5

31.1

22.7

20.5

90.9

91.2

83.3

91.7

90.0

81.6

78.1

80.0

76.3

73.5

68.9

77.3

79.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性18歳、19歳 n=11

男性20歳～24歳 n=34

男性25歳～29歳 n=24

男性30歳～34歳 n=36

男性35歳～39歳 n=40

男性40歳～44歳 n=49

男性45歳～49歳 n=64

男性50歳～54歳 n=80

男性55歳～59歳 n=59

男性60歳～64歳 n=49

男性65歳～69歳 n=61

男性70歳以上 n=194

男性計 n=702

はい いいえ
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⑤まちへの愛着と地域のつながり等との関係 

○まちへの愛着と地域のつながりの実態の関係をみると、近所で親しくつきあう人がいる

という人の方が、愛着を感じる人が多くなっています。 

▼愛着があるか×近所で親しくつきあう人がいるか 

 

 

 

 

 

 

  

18.8

21.9

32.1

16.1

24.1

13.2

19.8

30.1

27.6

21.1

22.1

14.7

20.0

81.3

78.1

67.9

83.9

75.9

86.8

80.2

69.9

72.4

78.9

77.9

85.3

80.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性18歳、19歳 n=16

女性20歳～24歳 n=32

女性25歳～29歳 n=28

女性30歳～34歳 n=31

女性35歳～39歳 n=54

女性40歳～44歳 n=76

女性45歳～49歳 n=81

女性50歳～54歳 n=73

女性55歳～59歳 n=58

女性60歳～64歳 n=57

女性65歳～69歳 n=77

女性70歳以上 n=251

女性計 n=836

はい いいえ

91.4

74.9

84.3

8.6

25.1

15.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

近所で親しくつきあう人がいる n=963

近所で親しくつきあう人がいない n=733

犬山市計 n=1696

愛着を感じている 愛着を感じていない

（%)
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○まちへの愛着と地域活動への参加実態の関係をみると、地域活動に日頃から参加してい

る人の方が、まちへの愛着を感じる人が多くなっています。 

▼愛着があるか×地域活動に日頃から参加しているか 
 

 

 
88.7

80.3

84.5

11.3

19.7

15.5

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

地域の活動に参加している n=851

地域の活動に参加していない n=851

犬山市計 n=1702

愛着を感じている 愛着を感じていない

（%)


